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1. はじめに

近年のネットリーク・インクーネットの急速な発展により，ユーが一の使用する PC環境に違いがなくなりつつあるが，

機種間の互換性は乏しく，一方の機種で製作したプロゲラムを他方で動作させる時には再7゚ nゲラミンク”の必

要がある．そこで本研究では，「銅単純7゚ レートカさークー橋の設計計算及び照査」を，解説及び参照文献として

電子化した設計示方書とリンクさせ， Javaを使用し7・[Jがラムすることにより設計作業を能率化すると

ともに，異なる OS間において同一の設計環境を提供することを試みた．

2. JavaとHTML

Javaは 1995年に SunMicroSystemsが発表した言語であり，オT'ヅェクト指向の概念を取り入れている．

更に Javaは機種対応しているインクプリク（アラウが， JDK(JAVADevelopment Kit)を通せば異なる OS間で実

行することが可能という最大の特徴を有す・ Table.I使用環境

また， HTML(Hyper Text Markup Language) 

iま， SGML(Standard Generalized Markup 

Language)という国際標準の文章構造記述言語

をもとに開発され，テキストデークの互換性を高める

ための「構造と見え方の分散」という特性を受け

継いでいる．この HTMLには， Java7° ロゲラムを埋

め込むためのタグが用意されている．アプレット形

式でコンバイルした Java77゚ レットを使用し WWW(World

Wide Web)上で動作させることが出来る．

3. クラス設計

計算・照査部分ごとにクラス化を行う．このクラス

内にメソッドを持ちそれぞれに専用クうスを使用する．

Javaはクラスの動的リンクが可能なため，部分部分に

作成ツール JDK Versionl.0.2 (Java Developm 

-ent Kit 
r・ ラウが Netscape Navigator Version3.01 

Goldfial 
OS MicroSoft Windows95 

Table.2 クラス

判断クラス 計算・照査・入カ・表示等の手順を記

述

計算クラス 計算クラスは判断クラス内において実行

される計算式を静的 method とし

て含む

UIクラス UIクラスは数値入力，結果表示の機能

を有したクラスの総称

文字クラス Unicode化された日本語を返す

分かれた機能をクラス化することで，将来計算や照査方法が変更されたとしてもその部分のクラスを拡張ま

たは組み替えることで対応できる．

4. 実行形態

開発環境を Table.1に示す.HTMLには Java7゚ ロゲラムを埋め込むタゲが定義されているので，作成した

Java言語クラス群(Table.2)を Javaapplet形式 (HTMLに埋め込む形式）に変化させ， HTML7ァイルを作成

してアラウが (Fig.1)を 通 し て 実 行 さ せ る．実行後，表示される文章（参考文献）を参照しつ

つ， GUI(Graphical User Interface)に従い設計を進める．

5. システム構造

(1)画面構成

JAVA.HTML, 支援システム，互換性
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右図参照

(2)進行過程

設計7°llがラム

は進行状況に合

わせて7レーム②に

設計過程を表示

させる．数値入

力などで参照文

献が必要な個所

では自動的にフレ

ーム③に文献・

図・表を表示し，

使用者はこの7レ

ーム② ・③の表示

を見ながら設計

を進める．

入力された数

値及び計算結果

は7゚ ロセスごとに

表示され， Java
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Fig.1アラウが画面

applet の制限

で7ァイルに対してのアクセスが禁止されているため，使用者は必要な結果を記録する．照査結果が個々に表示

され，必要に応じて使用者は設計7゚ ロセスを繰り返す．すべての計算と照査を終えた時点で7万がラムは終了

する．

6. おわりに

本研究において作成した Javaプログラムは，実行環境の一つとしてブラウザを選択しているため，

インターネット上で公開及び実行が可能である．これはインターネットのオープンな環境をそのまま

利用でき，多くのユーザーが Javaの拡張性を活用することで多種多様なプログラムに変化させること

ができることを示している．これは設計作業の能率化及び，異なる OSにおいて同一の設計環境を提供

することに，有益であるといえる．

しかし， Java 自体がまだ新しい発展途上の言語であるため未発達な部分も多く様々な問題を内包し

ている．当面の問題点として実行に直接関係するインタプリタの不完全さがあげられ，現在の状況では

異なる OSにおいて同一の実行環境を実現するまでには至っていない．

ここで試みた Java言語を使用した設計支援システムは，実行環境として Windows95に最適化したも

ので，異なる OSで同一の実行環境を実現したとは言い難いが，多大な労力を必要とする設計作業を G

U I環境にしたことで以前と比べ能率化されたといえる．
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